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＜要旨＞ 

発生する筋腫の個数や大きさに個人差があること，増大速度や閉経後の縮小速度に個人差があることは以

前から広く知られているものの誰もその答えを知らない．これは子宮筋腫という疾患の自然史が解明されていな

いからで，筋腫は一部の遺伝子発現異常を除きその発生原因が特定されておらず，また肉腫や異型筋腫など

類似疾患との関連性が明確にされていない．これまで筋腫には子宮摘出が行われ，筋腫は研究対象となりにく

かった．しかし晩産化や女性の意識変化などから筋腫を保存的に管理する機会は増加し筋腫に関する研究も

行われるようになってきた．筋腫を生検することで組織採取を行い，得られた組織の解析から子宮筋腫に関する

疑問を解明する． 

＜研究シーズ説明＞ 

 子宮筋腫の組織学的診断を行う目的で我々が独自に開発した『子宮筋腫針生検診断法』を行い，筋腫の組

織採取を行う．病理診断を行った後の組織検体を説明と同意を得て解析することにより，子宮筋腫の増大と縮

小に関わる因子の解析から，筋腫の発生に関与する因子の検索を行う．また，肉腫症例においては筋腫領域と

肉腫領域における相違を分子学的に解析し，筋腫の悪性化に関わる因子の解明を行う． 

＜アピールポイント＞ 

筋腫の発生原因を解明することで発生頻度を減らすことができる可能性がある．自然史解明により筋腫の増

大や縮小の個人差に関わる要因が分かれば，筋腫を大きくしないようにすることが可能になると考えられる．筋

腫の発生頻度は 20-30％であり，筋腫の発生を抑制する薬剤の登場により，その恩恵を受ける方は非常に多い

と考える．また，近年ペットブームにあるが犬にも筋腫は発生し，ペットへの応用も考えられる．  

＜利用・用途・応用分野＞ 
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